
私
は
『
異
本
義
経
記
竜
研
究
を
、
近
世
初
期
に
成
立
し
た
「
軍
記
評
判
一

と
い
う
軍
記
物
に
対
す
る
批
評
・
論
評
の
書
と
の
関
係
の
中
で
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
別
職
に
お
い
て
『
異
本
』
と
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理

尽
鑿
と
の
比
較
を
行
い
、
重
本
』
が
重
尽
筐
を
そ
の
典
拠
の
一
つ

と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
近
年
の
「
軍
記
評
判
」
、
特
に
『
理

尽
紗
』
研
究
が
も
う
一
つ
の
『
太
平
記
」
と
し
て
『
理
尽
紗
』
を
捉
え
た
り
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
作
品
へ
の
研
究
へ
対
象
を
広
げ
て
い
る
研
究
動
臥
謄
沿

う
も
の
で
、
本
稿
も
〈
も
う
一
つ
の
〉
『
義
経
記
』
と
し
て
『
異
本
』
を
捉

え
直
そ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
義
経
を
兵
法
の
師
と
す
る
「
兵
法
伝
授
」
の
意
識
が

『
異
本
』
と
『
理
尽
紗
」
に
共
通
す
る
と
い
う
別
稿
で
の
結
論
か
ら
、
『
異

本
』
の
中
で
義
経
の
兵
法
の
弟
子
と
設
定
さ
れ
る
河
越
重
房
と
そ
の
一
族
に

関
す
る
伝
承
朧
を
取
り
上
げ
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
は
じ
め
に

『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏

ｌ
義
経
兵
法
の
系
譜
（
一
）
Ｉ

『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏

こ
の
河
越
氏
は
、
桓
武
平
氏
の
秩
父
一
門
、
武
蔵
国
河
越
荘
の
出
身
で
あ

り
、
頼
朝
と
の
結
び
付
き
が
深
唾
重
頼
重
房
父
子
は
木
曽
義
仲
や
平
家
の

追
討
に
参
加
、
活
躍
し
た
が
、
特
に
一
の
谷
合
戦
で
は
平
知
盛
の
手
放
し
た

名
馬
を
重
房
が
捕
獲
し
院
に
奉
っ
た
と
い
う
馬
に
因
ん
だ
勲
亜
を
挙
げ
て
い

重
頼
重
房
父
子
は
そ
の
後
、
縁
者
で
あ
る
義
経
が
都
落
ち
し
た
た
め
頼
朝
の

怒
り
に
触
れ
様
々
な
処
罰
も
受
喝
文
治
元
年
に
訣
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
所

領
の
一
部
が
未
亡
人
の
尼
に
下
さ
れ
て
い
窪

『
異
本
』
に
お
い
て
河
越
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
「
⑲
義
経
平
家
追
討
一
「
お
義

経
都
落
」
「
逗
義
経
小
舎
人
童
五
郎
丸
」
「
刃
義
経
討
死
」
一
扣
義
経
室
家
仕

女
物
語
」
珂
義
経
奥
州
下
向
］
の
各
鳶
謬
に
登
場
し
て
お
り
、
主
に
重
頼

の
子
重
房
と
重
頼
の
娘
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
異
本
』
で
は
河
越
氏
は
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
。
次
節
か
ら
重
頼
の
娘
、
重
房
の
順
に
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
。二

、
重
頼
の
娘

山
本
淳

一



河
越
太
郎
重
頼
息
女
上
洛
。
為
し
相
一
嫁
源
廷
尉
一
也
。
是
依
二
武
術
仰
聿

兼
日
令
二
約
諾
云
蕊
．
重
頼
家
子
二
人
。
郎
従
三
十
余
輩
従
之
首
途
云
。
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
『
異
本
』
は
本
条
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
名

を
「
朝
為
姫
」
と
し
、
容
姿
が
一
美
麗
」
な
こ
と
、
頼
朝
と
義
経
の
関
係
を

強
調
す
る
な
ど
の
増
補
が
み
ら
れ
る
。

次
の
「
お
義
経
都
落
」
で
は
、
文
治
元
年
に

同
十
月
廿
九
日
義
経
ヲ
責
ン
力
為
、
頼
朝
公
御
馬
ヲ
出
サ
ル
ヘ
キ
ニ
定

リ
タ
リ
。
：
：
。
因
菟
、
義
経
既
二
西
国
二
赴
ン
ト
ス
。
前
ノ
夜
、
先
、

御
台
所
漂
、
妾
静
二
十
郎
権
頭
兼
房
ヲ
相
添
テ
、
淀
ノ
江
内
忠
俊
力

方
へ
忍
セ
テ
、
：
．
．
。
（
下
Ⅲ
オ
）

と
義
経
と
共
に
西
国
落
ち
を
す
る
場
面
に
登
場
す
る
。

さ
ら
に
「
犯
義
経
小
舎
人
童
五
郎
丸
」
で
は
、
文
治
二
年
に

同
七
月
四
日
左
馬
頭
能
保
朝
臣
ノ
家
人
、
義
経
ノ
小
舎
人
童
五
郎
丸
ヲ

由
、
頼
朝
公
仰
二
依
テ
、
八
月
十
四
日
、
重
頼
息
女
首
途
ス
。
重
頼
、

家
子
郎
等
ヲ
付
ル
ト
ソ
。
九
月
五
日
婚
姻
ア
リ
。
（
上
お
ウ
ー
妬
オ
）

と
重
頼
の
娘
と
義
経
の
婚
姻
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
付
は
異
な
る
が

『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
九
月
十
四
日
条
に
、

重
頼
の
娘
は
、
ま
ず
「
⑲
義
経
平
家
追
討
」
に
登
場
す
る
。
義
経
の
頼
朝

と
の
再
会
か
ら
平
家
を
追
討
す
る
ま
で
を
簡
略
に
記
し
、
一
の
谷
合
戦
後
の

（
皿
）

義
経
・
範
頼
陣
形
論
に
続
け
て
義
経
昇
官
、
伊
豆
有
綱
と
義
経
の
娘
の
婚
姻

を
述
べ
た
後
に
、

是
ヲ
思
上
給
へ
共
、

１
１

河
越
太
郎
重
頼
娘
、
朝
為
姫
卜
云
ル
。
潟
邦
当
叙
噺
烈
鯏
郷
刀
卵
。
義
経

要
ヌ
ヘ
キ
ノ

阿
闇
梨
・
承
意
律
師
等
馳
走
ア
リ
。
義
経
室
家
窯
、
当
時
懐
胎
ノ
身

也
。
右
僧
中
ノ
計
ヒ
ニ
テ
、
東
坂
本
二
居
給
フ
ノ
由
。
五
郎
丸
ハ
丹
波

ノ
者
也
。
母
所
労
ノ
由
ニ
テ
暇
給
リ
、
丹
州
二
越
、
昨
日
上
京
ノ
由
申

ス
・

（
下
如
オ
ー
ウ
）

と
あ
り
、
義
経
一
行
の
比
叡
山
潜
伏
時
に
は
懐
妊
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
こ
の
童
五
郎
丸
が
捕
ら
え
ら
れ
た
一
件
も
、
『
吾
妻
鏡
」
文

治
二
年
閨
七
月
十
日
条
に

左
馬
頭
飛
脚
到
来
．
状
云
。
搦
二
前
伊
予
守
小
舎
人
童
五
郎
丸
毛
召
二
間

子
細
一
之
処
。
至
二
干
去
六
月
廿
日
之
比
一
。
隠
居
山
上
一
侯
之
旨
。
所
二

申
上
候
ゞ
也
・
如
二
件
白
状
一
者
。
叡
山
悪
僧
俊
章
。
承
意
。
仲
教
等
。

令
一
同
心
与
力
一
者
。
価
相
一
触
其
由
於
座
主
並
殿
法
印
↑
詑
。
又
所
し
経
二

奏
聞
一
也
云
・
。

と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
条
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
「
刎
義
経
奥
州
下
向
」
に
お
い
て
、

義
経
奥
州
へ
落
給
シ
時
、
山
伏
ノ
姿
ニ
ナ
リ
給
フ
。
郎
等
皆
以
其
姿
ト

ナ
ル
。
妻
室
器
・
仕
女
等
或
ハ
児
又
ハ
児
立
二
似
セ
テ
、
彼
是
五
十
人

計
、
国
々
ノ
難
苦
ヲ
凌
テ
北
国
海
道
ヲ
通
り
給
フ
ト
云
リ
。
（
下
娼
オ
）

と
児
な
ど
に
変
装
し
た
こ
と
が
み
え
、
こ
の
個
所
も
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年

二
月
十
日
条
に
、

前
伊
予
守
義
顕
日
来
隠
一
住
所
々
。
度
々
遁
一
追
捕
使
之
害
一
詑
。
遂
経

伊
勢
美
濃
等
国
圭
赴
二
奥
州
主
是
依
レ
侍
二
陸
奥
守
秀
衡
入
道
権
勢
一
也
。

生
捕
ル
。
能
保
ノ
宅
ニ
シ
テ
義
経
ノ
在
家
ヲ
尋
ラ
ル
、
二
、
去
ル
六
月

廿
日
マ
テ
叡
山
横
川
飯
室
谷
浄
戒
房
俊
章
阿
閣
梨
ノ
許
二
御
座
。
仲
教

一
一



相
二
具
妻
室
男
女
王
皆
仮
二
姿
於
山
臥
並
児
童
等
云
。
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
分
か
る
。

「
刃
義
経
討
死
」
で
は
、

同
閏
四
月
晦
日
辰
ノ
尅
、
本
吉
冠
者
高
衡
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、
伊
賀
良
目

七
郎
高
重
・
佐
藤
二
一
郎
秀
員
追
手
ノ
道
ヲ
廻
り
、
衣
川
ノ
館
ヲ
襲
う
。

．
．
：
・
夜
二
入
テ
義
経
ノ
死
骸
並
室
家
息
女
ノ
死
骸
ヲ
捜
出
ス
ト
錐
、

焼
頽
落
テ
其
形
分
明
ナ
ラ
ス
。
（
下
判
オ
ー
ウ
）

と
義
経
と
共
に
最
期
を
迎
え
て
い
る
．
こ
れ
は
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
閏
四

月
十
日
条
に
、

予
州
入
二
持
仏
堂
圭
先
害
一
妻
細
二
・
子
一
鵲
。
次
自
殺
室
簿
。

と
あ
る
が
、
『
吾
妻
鏡
』
に
直
接
拠
っ
て
い
る
と
は
判
別
し
に
く
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
重
頼
の
娘
は
義
経
と
の
婚
姻
時
か
ら
登
場
し
、
名
前
な

ど
の
記
述
が
み
え
る
が
、
そ
れ
以
降
は
義
経
の
都
落
ち
に
従
う
一
人
と
し
て

「
室
家
一
な
ど
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
引
用
程
度
の
違
い
こ
そ
あ

れ
、
『
異
本
』
の
河
越
重
頼
の
娘
の
登
場
す
る
章
段
は
『
吾
妻
鏡
』
に
拠
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
『
異
本
』
で
の
重
頼
の
娘
は
『
吾
妻
鏡
』
に
依
拠
し

て
義
経
の
妻
と
し
て
記
載
し
て
お
り
、
記
録
と
い
う
意
識
が
強
い
よ
う
で
あ

ア
（
》
。

と
こ
ろ
で
『
異
本
』
に
こ
れ
ほ
ど
登
場
す
る
重
頼
の
娘
で
あ
る
が
、
『
義

経
至
に
お
い
て
は
「
女
に
て
候
者
を
判
官
殿
の
召
置
か
れ
て
陸
と
重
頼

の
台
詞
に
登
場
す
る
の
み
で
、
特
に
重
視
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り

『
義
経
記
』
に
お
い
て
義
経
の
妻
と
し
て
登
場
す
る
の
は
「
久
我
大
臣
の
姫

君
」
で
あ
る
。
『
異
本
』
に
お
い
て
も
久
我
大
臣
の
姫
君
は
一
羽
堀
弥
太
郎

『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏

（
上
弧
オ
ー
調
ウ
）

と
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
、
一
の
谷
合
戦
の
後
に
行
わ
れ
た
首
実
検
の
際
に

敵
残
党
の
反
撃
に
注
意
し
て
義
経
が
陣
を
張
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
出
典
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
説
話
が
、
『
理
尽
紗
』
に
あ
る
こ
と
は
別
稿
で

指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
魂
。

次
に
重
房
の
登
場
す
る
章
段
を
み
て
い
く
。
ま
ず
「
⑲
義
経
平
家
追
討
一

の
末
尾
に
、

義
経
此
事
ヲ
後
二
聞
給
ヒ
テ
、
「
不
覚
ナ
ル
蒲
殿
ノ
兄
ナ
カ
ラ
モ
加
程

二
師
ノ
拙
人
ニ
テ
御
座
ソ
。
将
ノ
軍
二
勝
テ
、
首
実
検
シ
テ
、
高
名
勝

劣
ヲ
尋
ル
ニ
油
断
二
兵
ヲ
立
テ
有
時
ハ
、
敵
ノ
溢
者
、
身
ヲ
捨
テ
将

ノ
陣
へ
紛
入
、
将
卜
刺
違
ル
事
有
。
又
兵
二
百
騎
一
一
言
騎
ヲ
汰
テ
直
二

騒
入
事
モ
有
。
然
ハ
勝
ダ
ル
軍
二
思
ノ
外
ナ
ル
負
ヲ
ス
ル
物
ニ
テ
侍
ル

景
光
生
揃
一
に
登
場
す
る
が
、
一
義
経
在
京
ノ
時
、
久
我
内
大
臣
雅
通
公
ノ

姫
君
二
通
シ
給
ヒ
シ
ニ
（
下
列
ウ
ー
弧
オ
）
」
と
記
す
に
留
ま
っ
て
お
り
、

史
実
に
基
こ
う
と
い
う
『
異
本
』
編
者
の
姿
鄭
が
伺
え
る
。

洲
卿
吋
剛
洲
洲
馴
州
列
引
卜
、

事
ナ
ク
勝
テ
測
腿
馴
刻
川
割
引
到
引
川
判
笥
川
釧
訓
則
矧
川
副
馴
洲
副
刎
到
知
剴
割
側
幽

ソ
。
其
而
已
ナ
ラ
ス
、

三
、
兵
法
の
弟
子
と
し
て
の
重
房

一
．
将
ノ
亡
命
立
処
ヨ
ヨ
旬
割
剖
１
Ｊ
割
刊
創

川
越
ノ
重
房
二
宣
目
洲
Ｎ
引
判

◎

三



右
の
引
用
は
、
厳
重
に
陣
を
張
っ
た
義
経
に
対
す
る
兄
の
範
頼
の
発
言
を

後
に
聞
い
た
義
経
が
陣
形
論
を
述
べ
る
個
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ

き
点
は
、
傍
線
部
で
示
し
た
個
所
で
あ
ろ
う
。
義
経
は
、
陣
形
論
を
述
べ
る

際
に
ま
ず
弓
将
ノ
亡
命
立
処
二
有
１
へ
、
軍
モ
負
テ
怖
ル
事
ナ
ク
勝
テ
油

断
ス
ル
事
勿
』
ト
書
し
」
た
書
棚
が
ら
引
用
し
、
次
に
新
中
納
言
平
知
盛
の

敗
戦
を
例
え
と
し
て
示
し
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
、
義
経
の
陣
形
論
が
よ
り

的
確
な
兵
法
・
軍
術
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
義
経
が
こ
う
し
た
陣
形
論
を
「
川
越
ノ
重
房
二
宣
ヒ
シ
ト
ニ

ヤ
」
と
重
房
に
伝
授
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
、
『
異
本
』
に
お
け
る
重
房
は
義
経
か
ら
兵
法
を
伝
授
さ
れ

た
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

本
章
段
の
よ
う
に
、
兵
法
論
の
紹
介
・
兵
法
書
か
ら
の
引
用
・
実
際
の
戦

に
よ
る
例
え
・
兵
法
伝
授
の
明
示
な
ど
に
よ
っ
て
兵
法
論
が
展
開
さ
れ
る
と

い
う
構
成
は
、
軍
記
評
判
に
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
『
理
尽
紗
』
は
楠
流
の
兵
法
書
と
い
う
性
格
も
有
し
て
お
り
、
楠
正
成
を

中
核
と
し
た
様
々
な
兵
法
伝
授
の
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
理
尽
紗
』
で
の

正
成
は
義
経
を
兵
法
の
師
と
し
い
る
こ
と
か
ら
、
『
理
尽
紗
』
の
義
経
も
正

成
の
兵
法
論
に
ま
つ
わ
る
個
所
に
登
場
す
る
伽
が
み
ら
れ
る
。

な
か
で
も
、
巻
八
「
禁
裏
仙
洞
御
修
法
事
付
山
崎
合
戦
事
」
に
み
ら
れ
る

義
経
に
ま
つ
わ
る
兵
法
伝
授
伝
承
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
義

経
が
兵
法
論
を
「
河
越
小
太
郎
重
房
」
に
語
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
『
異

本
』
と
共
通
す
る
認
識
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
を
「
義

経
・
重
房
兵
法
問
答
」
と
し
、
少
し
長
く
な
る
が
以
下
に
引
用
し
て
み
る
。

フ
侍
レ
バ
申
ス
・
深
田
沼
ナ
ト
ハ
広
々
ト
シ
タ
ル
所
ニ
モ
侍
り
。
：
：
。

サ
テ
将
ノ
陣
ヲ
。
備
ス
マ
シ
テ
。
軍
ヲ
備
ル
事
。
道
ノ
広
狹
二
依
テ
。

修
砂
陰
舸
胤
胸
降
脇
：
・
・
一
間
ハ
狡
カ
ラ
ン
ヵ
。
二
間
三
一
間
ナ
ラ
バ
・

一
与
二
百
騎
・
多
ク
ハ
百
五
十
騎
。
広
ナ
ラ
バ
ニ
百
騎
三
百
騎

ニ
シ
テ
。
一
軍
ノ
前
後
ノ
間
一
町
。
近
ク
ハ
四
十
間
ニ
シ
テ
。
道
二
隠

郎
「
可
様
ノ
事
ハ
ヲ
コ
カ
マ
シ
フ
候
へ
ト
モ
。
御
辺
ハ
別
而
義
経
二
親

侍
。
左
様
ノ
時
ノ
心
持
承
度
事
ゾ
カ
、
ご
卜
申
サ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
・
九

其
上
軍
ヲ
発
ル
・
深
江
沼
ナ
ト
コ
ソ
・
将
ノ
心
持
ノ
ー
ル
ゾ

越
小
太
郎
彼
宿
所
へ
参
テ
。
彼
勇
ヲ
感
ジ
被
し
申
シ
。
「
次
二
八
島
ノ
合

戦
ノ
時
平
家
ハ
城
二
篭
テ
三
千
余
騎
。
味
方
ハ
・
千
人
二
不
足
小
勢

レ

ニ
テ
侍
レ
ハ
・
御
勢
ヲ
（
一
所
二
集
メ
一
手
ニ
ナ
シ
テ
。
軍
ヲ
（
仕
給

フ
ラ
ン
ニ
。
廿
騎
汁
騎
村
々
二
向
上
給
ヒ
シ
条
。
敵
二
大
勢
卜
知
レ
ン

為
ニ
ゾ
侍
ル
ラ
ン
。
勇
耳
二
非
ズ
。
謀
最
賢
フ
候
一
卜
申
サ
レ
タ
リ
シ

カ
ハ
。
九
郎
打
笑
テ
。
一
其
事
耳
二
不
し
侍
。
八
島
ハ
海
辺
ニ
テ
。
入
江

モ
沼
モ
多
ク
侍
ン
ス
ル
ゾ
。
左
様
ノ
所
ニ
テ
大
勢
ノ
ー
手
二
備
テ
寄
ル

時
。
不
し
行
深
江
深
田
ノ
有
テ
。
軍
勢
ノ
動
転
ス
ル
事
侍
ラ
ン
ス
ラ
ン
。

卜
宣
ヘ
ハ
。
小
太
郎
ノ
云
。
「
御
前
二
重
房
ナ
ラ
デ
ハ
。
別
二
人
モ
不
』

家
ヲ
責
亡
シ
テ
。
三
種
ノ
神
器
二
度
帝
都
ニ
カ
ヘ
シ
入
し
奉
シ
時
。
河

是
ハ
諸
人
見
聞
ノ
前
ナ
レ
バ
書
二
不
し
及
。

テ
寄
ル
ー
。
余
多
ノ
有
一
一
心
得
。
『
七
書
』
二
様
々
顕
ス
所
也
。
然
共

○
評
云
。
凡
良
将
ノ
軍
ヲ
発
時
。
深
田
ノ
中
二
在
ル
細
道
ナ
ン
ド
ヲ
越

ハ
波
羅
勢
。
敵
是
マ
ー
出
合

茱
入
卜
シ
事

：
・
・
跡
ノ
備
へ
・
卜
、
コ
ホ
ラ
ズ
寄
セ
ハ
・
軍
ハ
勝
物
ニ
テ
侍
ル
ゾ
。

、

B

文
治
ノ
比
。
九
郎
義
経
平

四



ル
ヘ
キ
ニ
ヤ
（
幻
オ
ー
例
ウ
）

本
話
は
、
『
太
平
記
〕
の
向
日
明
神
の
小
松
原
で
次
々
と
現
れ
る
赤
松
軍

の
術
中
に
は
ま
っ
た
六
波
羅
軍
が
敗
走
す
る
場
面
の
「
六
波
羅
勢
、
敵
此
マ

デ
可
二
出
合
一
ト
ハ
不
二
思
寄
、
ソ
ャ
ロ
ニ
深
入
シ
一
Ｚ
と
い
う
記
述
を
う
け

■
一

：
心
付
ク
モ
ノ
ー

1l1
ノ
道
ニ
テ
コ
ソ
侍
と
卜
宣
ヒ
ケ
レ
バ
・
詞
ヨ
周
割
刈
詞
列
訓
部
桐
山
刷
刈
封
剴
園

不
し
破
』
卜
申
セ
シ
ナ
リ
。
然
共
。
義
経
未
タ
干
ダ
ル
沼
ヲ
軍
勢
ニ
テ

渡
シ
タ
ル
事
ナ
キ
間
。
不
審
候
。
義
経
ハ
此
後
モ
・
作
用
ノ
事
有
ラ
バ
。

近
辺
ノ
在
家
へ
人
ヲ
回
シ
テ
。
在
家
ヲ
コ
ホ
チ
テ
。
是
ヲ
ウ
メ
テ
通
ン

卜
宴
。
。
…
・
”
別
割
引
到
剣
１
封
瑚
剥
；
割

ハ
何
ク
二
王
砿
人
二
御
割
日
個
制
ｑ
ｌ
Ｈ
刎
却
Ｊ
刎
釧
鯏
則
州
外
川
刈
別
４
割

ｌ

シ
勢
ノ
便
り
有
ラ
ン
。
：
：

。

『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏

一
テ
侍
ル
ゾ
ー

Ｏ
Ｋ
“
『
川
刎
ハ
釧
司
州
斜
淵
『
『
銅
『
川
祁
判
べ
目
哩
Ⅷ
訶
訓
】
闇
『
刎
却
割
当
州
割
‐
判
匂
刈
詞
刎

Ｌ
’
一
日
一
シ
・
ｊ
い
”
当
神
罰
恥
郵
曇
邑
司
氾
員
同
姉
咽
劃
勿
↓
冠
拭
く
く
雪
言
言
砕
『

是
ヲ
ホ
ル
ニ
習
有
。
『
二
尺
干
ヌ
レ
バ

I

て
評
を
加
え
た
個
所
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
兵
法
問
答
の
内
容
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
こ
の
「
評
云
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ａ
に
あ
る

よ
う
に
深
田
を
進
軍
す
る
際
の
「
心
得
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
末
尾
の
Ｋ
と

合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
に
、
実
際
に
は
『
太
平
記
』
の

此
勢
始
ハ
ニ
手
二
分
ケ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
久
我
縄
手
ハ
、
路
細
ク
深
田
ナ

レ
バ
馬
ノ
懸
引
モ
自
在
ナ
ル
マ
ジ
ト
テ
、
八
条
ヨ
リ
一
手
二
成
、
桂
川

ヲ
渡
り
、
河
嶋
ノ
南
ヲ
経
テ
、
物
集
女
・
大
原
野
ノ
前
ヨ
リ
ゾ
寄
タ
リ

ケ
ル
。

と
い
う
個
所
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
Ａ
に
お
い
て
示
さ
れ
た
深
田
を
進
む
際
の
心
得
は
、
次
の
Ｂ
に
よ

る
と
「
七
蓋
一
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
義
経
と
重
房
の
問

答
が
こ
の
心
得
を
具
体
的
に
説
明
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
で
は
、
源
平
合
戦
の
後
に
河
越
小
太
郎
重
房
が
義
経
に
対
し
て
八
島
合

戦
で
の
兵
法
を
称
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
少
数
の
軍
勢
を
大
軍
に
み
せ
る
と

い
う
兵
法
は
、
『
太
平
記
』
の
赤
松
軍
の
戦
法
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
重

房
に
対
し
て
義
経
は
、
八
島
の
よ
う
な
「
深
江
深
田
沼
」
の
地
の
攻
略
法
が

大
事
で
あ
る
と
答
え
る
（
Ｄ
）
が
、
こ
れ
も
『
太
平
記
』
の
内
容
に
拠
っ
て

い
よ
う
。
ま
た
義
経
の
八
島
合
戦
で
の
戦
法
を
称
え
る
姿
勢
は
、
近
世
期
の

（
ｍ
）

兵
法
書
に
お
い
て
広
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
『
異
本
』
の
「
義
経
・
範

頼
陣
形
論
」
が
八
島
合
戦
に
材
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

続
く
Ｅ
で
、
重
房
の
求
め
に
応
じ
て
義
経
は
深
田
の
攻
略
法
を
語
る
こ
と

を
決
意
し
て
い
る
。
こ
こ
で
重
房
が
、
一
別
二
人
モ
不
侍
一
と
義
経
の
兵
法

を
伝
授
さ
れ
る
の
は
自
分
一
人
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

五



い
。
こ
れ
は
兵
法
伝
授
を
秘
伝
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
対

し
て
義
経
も
、
重
房
を
「
別
而
義
経
二
親
」
し
い
人
物
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
義
経
が
河
越
氏
と
縁
者
で
あ
る
と
い
う
史
実
に
基
い
た
と
同
時
に
、
兵

法
の
弟
子
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
義
経
が
深
田
の
攻
略
法
を
語
る
と
い
う
展
開
と
な
る
。
Ｆ
の
注
記

で
は
、
数
多
い
口
伝
を
「
楠
力
伝
」
と
し
て
お
り
、
『
理
尽
紗
』
が
楠
流
の

兵
法
書
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
義
経
の
兵
法
を
楠
流
兵
法
が

取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
「
二
尺
千
ヌ
レ
バ
不

‐
〕

破
」
と
い
う
文
句
を
引
用
（
Ｇ
）
し
た
り
し
な
が
ら
、
「
生
徳
ノ
謀
才
」
を

持
ち
「
武
ノ
道
」
を
知
る
大
将
た
る
べ
き
で
あ
る
（
Ｈ
）
と
し
、
こ
れ
が
大

事
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

Ｉ
で
は
、
深
田
の
攻
略
法
を
ど
の
よ
う
に
し
て
習
得
し
た
か
と
い
う
重
房

の
問
い
に
、
義
経
は
「
七
書
」
か
ら
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ

で
義
経
は
、
冒
頭
（
Ｂ
）
の
よ
う
に
「
七
書
一
そ
の
も
の
に
は
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
弓
七
書
』
ノ
。
一
ノ
才
ヲ
以
テ
。
余
多
二
当
ル
時
。
カ
ヤ
ウ
ノ
謀

モ
侍
ル
」
と
自
分
は
応
用
し
た
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
若
干
の
矛
盾

を
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
程
度
の
矛
盾
は
『
理
尽
紗
一
で
は
よ
く
み
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
義
経
は
、
最
後
に
こ
の
「
一
ノ
才
ヲ
以
テ
。
余
多
二
当
」
る

べ
き
と
述
べ
て
結
ん
で
お
り
、
先
の
Ｈ
と
同
様
に
こ
こ
も
兵
法
の
大
事
と
し

て
い
る
。

本
話
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
個
所
は
Ｊ
で
あ
ろ
う
。
Ｉ
に
お
い

て
義
経
と
の
問
答
か
ら
授
か
っ
た
兵
法
を
、
重
房
は
一
書
留
テ
」
お
い
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
義
経
流
兵
法
書
が
存
在
し
て
い
た
と
同
時
に
、
そ
の
兵

義
経
の
兵
法
の
弟
子
と
い
う
重
房
と
共
に
、
『
異
本
』
編
者
は
構
成
の
際

に
河
越
氏
そ
の
も
の
に
対
し
て
興
味
・
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
章

段
、
「
㈹
義
経
室
家
仕
女
物
語
」
が
あ
る
。

同
年
九
月
五
日
、
夜
二
入
テ
尼
女
一
人
、
師
岡
兵
衛
尉
重
経
力
旅
宿
二

尋
来
ル
。
是
義
経
ノ
室
家
ノ
仕
女
ナ
リ
。
重
経
二
所
縁
有
二
依
テ
頼
来

法
書
に
は
河
越
重
房
が
関
与
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
兵
法
書

の
実
在
性
は
と
も
か
く
、
『
理
尽
紗
』
の
河
越
重
房
が
義
経
の
兵
法
を
伝
授

さ
れ
た
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ

の
認
識
は
『
異
本
』
の
重
房
と
見
事
に
重
な
り
、
『
異
本
』
編
者
は
『
理
尽

紗
』
と
共
通
し
た
重
房
の
設
定
を
意
図
し
た
と
い
え
よ
う
。
重
房
の
書
き
留

め
て
お
い
た
書
物
は
、
そ
の
後
新
田
義
貞
の
家
人
か
ら
義
貞
に
渡
り
、
そ
れ

を
正
成
に
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
兵
法
書
伝
授
の
系
譜
と
も
い
え
、
こ

こ
に
も
義
経
を
兵
法
の
祖
と
す
る
正
成
（
ま
た
は
正
成
流
兵
法
）
の
意
識
が

み
ら
れ
る
。

ま
た
、
兵
法
論
の
紹
介
・
兵
法
書
か
ら
の
引
用
・
実
際
の
戦
に
よ
る
例
え

・
兵
法
伝
授
の
明
示
も
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
深
田
の
攻
略
法
〉
．
Ｇ
・
Ａ
、
Ｋ
・

Ｊ
に
み
ら
れ
、
『
異
本
』
と
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
異
本
』
の
一
傾
向
が
「
兵
法
伝
授
」
を
描
こ
う
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
世
初
期
の
「
軍
記
評
判
一
の
世
界
と
関
係
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
義
経
室
家
仕
女
物
語

｛
ハ



妻
ハ
義
経
室
家
ノ
姉
也
。
是
モ
義
経
二
同
意
ノ
沙
汰
ニ
ョ
リ
、
領
知
常

陸
国
南
郡
ヲ
召
放
サ
ル
、
卜
云
リ
。
（
下
馴
ウ
ー
佃
オ
）

こ
の
章
段
の
前
半
は
、
文
治
五
年
九
月
五
日
に
師
岡
重
経
を
訪
れ
た
義
経

の
妻
（
重
頼
の
娘
）
の
仕
女
が
、
衣
川
合
戦
直
前
の
義
経
と
下
須
房
太
郎
秀

方
と
の
別
れ
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
後
に
そ
の
仕
女
は
尼
と
な
り
、
重
経
に

よ
っ
て
重
頼
の
老
母
の
下
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。
孫
娘
や
曾
孫
、
義
経
の

義
経
ヲ
愛
、
志
深
ク
有
シ
◎
子
息
重
房
ハ
、
義
経
ノ
弟
子
也
。
彼
是
以

頼
老
母
ノ
方
へ
送
り
遣
ス
ト
云
蜜
。
義
経
没
落
後
、
川
越
重
頼
所
領
、
伊ｌ

勢
国
香
取
五
ヶ
郷
召
放
サ
レ
、
川
越
一
所
ハ
、
老
母
二
賜
ル
。
重
頼
、

テ
、
義
経
二
同
意
ノ
風
聞
有
ユ
ヘ
ナ
リ
ト
云
リ
。
下
河
辺
四
郎
政
義
糎
、

心
蓮
ヲ
頓
ン
テ
尼
ニ
ナ
ル
」
ト
云
リ
。
重
経
、
郎
等
ヲ
付
テ
、
川
越
重

此
尼
ハ
、
暫
ク
関
山
ノ
辺
二
隠
し
居
テ
、
其
後
中
尊
寺
ノ
別
当
大
法
師

義
経
力
為
二
非
ス
・
速
帰
リ
テ
、
泰
衡
二
忠
ヲ
致
ス
ヘ
キ
』
ノ
由
宣
テ
、

則
雑
式
武
貞
ヲ
属
テ
、
金
剛
別
当
力
方
へ
送
り
帰
シ
給
ヘ
リ
。
伊
予
守

殿
ノ
家
人
、
甲
冑
ヲ
帯
ス
ル
処
二
、
早
泰
衡
力
勢
襲
上
来
、
軍
初
ル
ノ

時
、
女
中
五
六
人
、
裏
門
ヨ
リ
赴
出
テ
、
散
々
二
成
テ
其
行
方
知
レ
ス
。

ｌ
｛
中
ス
。

届
ヶ
申
シ
、
君
、
若
御
命
ヲ
堕
シ
給
ハ
、
、
我
命
ヲ
捨
ツ
ヘ
キ
』
由
ヲ

ル
。
彼
尼
申
テ
云
ク
、
「
金
剛
別
当
ノ
子
息
、
下
須
房
太
郎
秀
方
、
歳

十
三
、
常
二
衣
川
ノ
御
館
二
参
候
ス
。
其
節
モ
、
参
リ
テ
逗
留
ア
リ
シ

ニ
、
晦
日
、
泰
衡
力
軍
兵
寄
ル
ノ
由
告
来
ル
時
、
伊
予
守
殿
秀
方
ヲ
召

テ
、
『
汝
ハ
早
ク
帰
宅
ス
ヘ
キ
』
ノ
由
仰
有
シ
ニ
、
秀
方
申
テ
云
ク
、
『
力

、
ル
急
難
ノ
所
二
参
り
、
見
捨
テ
帰
ル
事
有
へ
カ
ラ
ス
。
御
先
途
ヲ
見

伊
予
守
殿
涙
ヲ
流
シ
玉
上
、
『
汝
一
人
是
二
淳
リ
タ
リ
共
、
全

『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏

都
落
ち
か
ら
最
期
ま
で
を
、
河
越
の
老
母
は
こ
の
尼
の
涙
な
が
ら
の
語
り
に

よ
っ
て
聴
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
唐
突
に
登
場
す
る
師
岡
重
経
と
下
須
房
太
郎
で
あ
る
が
、
師
岡
重

経
は
、
河
越
氏
と
同
族
で
あ
垢
桓
武
平
氏
相
馬
氏
の
出
と
い
う
。
平
泉
に
い

た
と
い
う
設
定
は
お
そ
ら
く
頼
朝
の
奥
州
征
伐
に
参
加
し
て
い
た
た
晩
で
あ

ろ
う
。
下
須
一
房
太
郎
は
奥
州
藤
原
氏
の
一
族
と
も
さ
れ
て
抵
隈
、
文
治
五
年

八
月
の
阿
津
賀
志
山
合
戦
で
討
ち
死
に
し
て
い
認
。
い
ず
れ
も
義
経
と
河
越

氏
そ
れ
ぞ
れ
の
近
親
者
で
あ
り
、
こ
う
し
た
縁
の
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
伝
承

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
燗
↑

そ
し
て
後
半
は
、

今
日
。
河
越
重
頼
所
領
等
被
収
公
是
依
レ
為
二
義
経
縁
者
也
。
其
内
。

伊
勢
香
取
五
ヶ
郷
。
大
井
兵
三
次
郎
実
春
賜
之
。
其
外
所
者
。
重
頼

老
母
預
之
。
又
下
河
辺
四
郎
政
義
同
被
し
召
二
放
所
領
等
元
為
二
重
頼

聟
一
之
故
也
。

と
い
う
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
十
一
月
十
二
日
条
に
拠
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

『
吾
妻
鏡
』
で
は
「
其
外
所
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
重
頼
の
領
地
を
「
川

越
一
所
」
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
十
月
五
日
条

に
「
武
蔵
国
河
越
庄
」
を
重
頼
の
未
亡
人
に
与
え
た
記
事
に
拠
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
領
地
没
収
の
理
由
を
『
吾
妻
鏡
」
は
「
義
経
縁
者
」
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
『
異
本
』
は
「
重
頼
、
義
経
ヲ
愛
、
志
深
ク
有
シ
。
子
息
重

房
ハ
、
義
経
ノ
弟
子
也
。
彼
是
以
テ
、
義
経
二
同
意
ノ
風
聞
有
ユ
ヘ
ナ
リ
」

と
よ
り
細
か
い
。
ま
た
重
房
を
「
⑲
義
経
平
家
追
討
」
と
同
様
に
一
義
経
ノ

弟
子
也
」
と
繰
り
返
し
紹
介
し
て
お
り
、
義
経
の
兵
法
の
弟
子
と
し
て
重
房

七



本
稿
は
『
異
本
』
登
場
人
物
の
一
人
河
越
重
房
と
そ
の
一
族
に
注
目
し
、

『
異
本
』
で
は
「
兵
法
伝
授
者
」
と
さ
れ
る
重
房
を
中
心
と
し
た
河
越
氏
関

係
伝
承
が
一
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
『
異
本
』
編
者
が

河
越
氏
を
取
り
上
げ
た
一
つ
の
大
き
な
理
由
は
、
い
わ
ゆ
る
「
重
頼
息
女
説

遥
以
外
に
義
経
の
兵
法
を
伝
授
・
伝
承
し
た
河
越
重
房
と
い
う
董
頼
兵

法
伝
授
伝
承
」
を
重
要
視
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
重
頼
の
娘
の
紹
介
や
登
場
個
所
は
記
録
的
で
あ
り
、
『
異
本
』
編
者

は
最
期
を
共
に
し
た
と
い
っ
た
男
女
間
の
関
係
に
関
心
は
な
く
、
重
頼
の
娘

を
あ
く
ま
で
義
経
の
妻
と
い
う
基
本
的
な
設
定
で
の
み
扱
お
う
と
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
名
前
を
「
朝
為
姫
一
と
す
る
な
ど
『
吾
妻
鏡
』
に

み
ら
れ
な
い
設
定
を
加
え
て
お
り
、
河
越
氏
の
一
人
し
て
の
関
心
は
あ
っ
た

が
認
識
、
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
他
に
、
下
河
辺
四

郎
政
義
に
つ
い
て
も
「
妻
ハ
義
経
室
家
ノ
姉
些
以
下
の
増
補
が
み
ら
れ
、

こ
こ
に
も
河
越
氏
に
つ
い
て
詳
述
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
伺
え
る
。
河
越
氏

に
対
す
る
関
心
が
言
異
本
」
編
者
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
章
段
は
義
経
の
死
を
描
い
た
「
刃
義
経
討
死
」
の
直
後
に
あ
り
、
そ
の

後
日
諏
と
い
っ
た
趣
を
な
し
て
い
る
。
義
経
の
一
代
記
の
結
末
部
に
こ
う
し

た
河
越
氏
に
因
む
伝
承
を
配
置
し
、
さ
ら
に
念
を
押
す
よ
う
に
『
吾
妻
鏡
」

を
引
用
し
て
河
越
氏
の
そ
の
後
を
も
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
『
異
本
』
編
者

は
河
越
氏
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
よ
う
‐

五
、
お
わ
り
に

の
で
あ
ろ
う
。

『
異
本
』
に
お
い
て
河
越
氏
の
登
場
す
る
章
段
は
他
の
登
場
人
物
に
比
べ

て
も
多
く
、
ま
た
ま
ん
べ
ん
な
く
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
異
本
』
編

者
が
主
に
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
に
拠
っ
て
河
越
氏
関
係
伝
承
を
構
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
構
成
意
識
の
底
に
は
『
理
尽
紗
』
で
み
た
よ
う
な
義
経

流
の
兵
法
伝
授
者
と
し
て
の
重
房
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ

の
「
兵
法
伝
授
伝
承
」
の
存
在
が
『
異
本
』
の
一
傾
向
で
あ
ふ
ど
す
れ
ば
、

構
成
上
の
特
色
や
『
義
経
記
』
と
内
容
の
相
違
点
が
あ
る
の
も
、
こ
れ
に
起

因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
『
異
本
」
を
単
な
る
『
義
経
記
』
研
究
の
一
手
段
と
す
る
の

で
は
な
く
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
「
軍
記
評
判
一
や
兵
法

書
の
流
行
の
中
に
置
く
こ
と
で
、
『
異
本
』
の
成
立
や
そ
の
特
質
の
一
端
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注
（
１
）
以
下
『
異
本
』
と
略
す
。
本
文
引
用
は
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
静
嘉
堂
文
庫
現

蔵
本
（
写
二
冊
）
に
拠
る
。
本
稿
の
引
用
資
料
に
は
、
適
宜
句
読
点
や
括
弧

を
付
し
、
旧
字
体
を
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

（
２
）
拙
稿
一
『
異
本
義
経
記
』
と
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
妙
』
（
「
軍
記
と
語

り
物
」
三
四
、
平
十
・
三
）
。

（
３
）
以
下
『
理
尽
紗
』
と
略
す
。
本
文
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
正
保
二
年

版
本
に
拠
る
。

（
４
）
兵
藤
裕
己
氏
「
太
平
記
〈
よ
み
）
の
可
能
性
・
歴
史
と
い
う
物
語
』
（
平

八



七
、
講
談
社
）
、
堀
竹
忠
晃
氏
二
平
家
物
語
』
の
受
容
と
変
容
ｌ
『
太
平
記

評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
「
伝
」
の
部
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
二
論
究
日
本
文
学
」

六
四
、
平
八
・
五
）
、
加
美
宏
氏
『
太
平
記
の
受
容
と
変
容
』
平
九
、
翰
林

書
房
）
、
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
輪
読
会
員
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽

紗
』
輪
読
報
告
」
（
「
軍
記
と
語
り
物
」
三
三
、
平
九
・
三
）
、
武
田
昌
憲
氏

弓
細
川
頼
之
記
』
の
構
成
と
『
理
尽
紗
』
二
茨
女
国
文
」
九
、
平
九
）
、

今
井
正
之
助
氏
『
太
平
記
評
判
書
及
び
関
連
兵
書
の
生
成
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
』
（
平
成
七
年
度
～
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
礎
研
究
（
Ｃ
）
）

研
究
成
果
報
告
書
、
平
十
・
三
）
な
ど
。

（
５
）
河
越
氏
に
関
し
て
は
、
既
に
大
城
実
氏
が
『
異
本
義
経
記
』
の
検
討
」
（
『
軍

記
物
語
研
究
叢
書
Ⅲ
曾
我
・
義
経
記
の
世
界
』
所
収
。
平
九
）
な
ど
で
『
異

本
』
で
は
河
越
氏
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
重
頼
の
娘
の

関
係
者
や
義
経
の
婿
が
丹
波
国
と
係
わ
り
が
深
い
こ
と
か
ら
「
重
頼
息
女
説

話
」
が
丹
波
国
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
『
異
本
』
が
取
り
入
れ
た
の

で
は
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
大
城
氏
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
『
異
本
』

の
河
越
氏
を
検
討
し
て
い
く
。

（
６
）
例
え
ば
重
頼
の
妻
が
源
頼
家
の
乳
母
に
選
ば
れ
て
い
る
（
『
吾
妻
鏡
」
寿

永
元
年
八
月
十
二
日
条
）
。
『
吾
妻
鏡
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
拠
る
。

以
下
の
引
用
も
同
じ
。

（
７
）
重
房
の
捕
獲
し
た
馬
は
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
九
「
知
章
最
期
」
に

よ
れ
ば
「
河
越
黒
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
河
越
氏
は
馬
牧
の
経
営
も
行

っ
て
お
り
馬
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
（
『
川
越
市
史
２
中
世
編
』
第
三
章
第

三
節
「
河
越
氏
の
興
起
二
こ
と
か
ら
、
重
房
の
勲
功
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ

『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏

る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
８
）
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
重
房
が
勝
長
寿
院
供
養
の
参
列
か
ら
外
さ
れ
た

り
（
文
治
元
年
十
月
二
三
日
条
）
、
重
頼
の
所
領
が
没
収
さ
れ
た
り
（
文
治

元
年
十
一
月
十
二
日
条
）
し
て
い
る
。

（
９
）
『
吾
妻
鏡
・
一
文
治
三
年
十
月
五
日
条
。
ま
た
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
四
六
「
義

経
行
家
出
都
眺
始
終
有
様
事
」
に
も
「
武
蔵
国
住
人
河
越
太
郎
。
井
一
男
小

太
郎
詠
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
是
ハ
故
秩
父
権
頭
力
次
男
ノ
子
ソ
カ
シ
。
．
．
：
。
義

経
力
舅
子
舅
ナ
ル
ニ
依
テ
〃
角
亡
ニ
ケ
リ
」
と
み
え
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』

の
引
用
は
改
定
史
籍
集
覧
本
に
拠
る
。

（
叩
）
章
段
名
は
高
橋
貞
一
氏
「
異
本
義
経
記
」
二
仏
教
大
学
研
究
紀
要
」
五
七
、

昭
四
八
・
三
）
に
拠
る
。
「
㈹
義
経
室
家
仕
女
物
語
一
は
重
房
と
重
頼
の
娘

の
両
方
が
登
場
す
る
が
、
第
四
節
で
取
り
上
げ
る
。

（
Ⅲ
）
本
伝
承
に
重
房
の
名
が
み
え
る
が
、
第
三
節
で
取
り
上
げ
る
。

（
皿
）
古
活
字
丹
緑
本
『
義
経
記
』
巻
四
「
義
経
平
家
の
討
手
に
上
り
給
ふ
事
」
。

引
用
は
岡
見
正
雄
氏
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
。

（
Ｂ
）
因
み
に
堀
弥
太
郎
の
生
け
捕
り
は
『
吾
妻
鏡
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（
文

治
二
年
九
月
二
二
日
条
）
が
、
久
我
内
大
臣
雅
通
の
娘
に
つ
い
て
の
記
述
は

な
く
、
義
経
と
の
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ

見
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
脚
）
大
城
実
氏
「
叡
山
文
庫
蔵
『
異
本
義
経
記
』
の
構
造
ｌ
義
経
の
婚
姻
関
係

を
中
心
に
’
一
（
「
軍
記
と
語
り
物
三
一
六
、
平
二
・
三
）
な
ど
。
拙
稿
『
異

本
義
経
記
』
の
構
成
」
（
「
論
究
日
本
文
学
一
六
五
、
平
八
・
一
）
。

（
脳
）
拙
稿
注
（
２
）
．

九



（
脆
）
恐
ら
く
兵
法
書
の
類
で
あ
ろ
う
が
典
拠
未
詳
。

（
耐
）
例
え
ば
巻
七
「
吉
野
城
軍
事
」
で
正
成
は
「
実
ハ
九
郎
義
経
二
習
テ
コ
ソ

候
へ
一
と
述
べ
て
い
る
。

（
咽
）
巻
八
「
禁
裏
仙
洞
御
修
法
事
付
山
崎
合
戦
事
」
。
引
用
は
後
藤
丹
治
・
釜

田
喜
三
郎
両
氏
校
注
『
太
平
記
』
一
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
拠
る
。

（
脚
）
『
六
餡
』
『
孫
子
』
『
呉
子
』
『
司
馬
法
』
『
黄
石
公
三
略
』
一
．
尉
練
子
』
一
・
李

衛
公
間
対
』
。

（
加
）
例
え
ば
『
南
木
武
経
一
に
「
源
の
義
経
一
の
谷
の
合
戦
、
八
島
の
軍
其
外

良
将
軍
に
名
を
得
し
人
」
と
あ
る
・
引
用
は
石
岡
久
夫
氏
『
日
本
兵
法
史
〈
上
こ

（
昭
四
七
、
雄
山
閣
）
所
収
本
に
拠
る
。

（
訓
）
参
考
ま
で
に
「
秩
父
系
図
（
佐
野
本
大
要
ご
含
川
越
市
史
２
中
世
編
」

所
収
）
で
は
重
経
は
重
頼
と
兄
弟
と
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
七
月
一
九
日
条
。

（
刀
）
『
秀
郷
流
系
図
〈
結
城
こ
（
続
群
書
類
従
６
下
）
に
は
「
泰
衡
瞳
奥
守
国
盲
ｌ
秀

方
号
下
須
屑
太
郎
」
と
し
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
八
月
七
日
条
で
は
「
金
剛
別
当

秀
綱
。
其
子
下
須
房
太
郎
秀
方
」
と
し
て
い
る
。

（
型
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
八
月
十
日
条
。
本
条
に
は
「
金
剛
別
当
子
息
下
須

房
太
郎
秀
方
寺
・
」
と
あ
り
、
『
異
本
』
の
記
述
は
こ
れ
に
拠
る
か
。

（
お
）
現
在
川
越
市
上
戸
の
河
越
氏
の
屋
敷
跡
と
さ
れ
る
地
に
は
、
常
楽
寺
（
時

宗
）
が
あ
り
、
中
世
期
に
は
河
越
氏
と
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
（
『
川
越
市
史
２
中
世
編
』
第
四
章
第
六
節
「
中
世
の
仏
教
と
河
越
二
。

彼
地
の
河
越
氏
と
義
経
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
存
否
が
問
題
と
な
ろ
う
。

（
配
）
『
畠
山
系
図
』
（
系
図
綜
覧
所
収
杢
に
は
「
重
頼
ｌ
女
子
下
河
辺
政
鮭
塾
」
と
み

え
る
。
な
お
、
政
義
の
兄
行
平
は
、
秀
郷
流
藤
原
氏
の
流
れ
を
く
み
、
秀
郷

の
兵
法
（
特
に
弓
箭
の
芸
）
を
伝
え
る
存
在
で
あ
っ
た
（
『
吾
妻
鏡
，
一
建
久

元
年
四
月
七
日
条
な
ど
）
。
こ
う
し
た
記
述
に
も
『
異
本
』
編
者
の
兵
法
伝

授
へ
の
関
心
が
伺
え
よ
う
か
。
下
河
辺
氏
に
関
し
て
は
、
野
口
実
氏
『
武
家

の
棟
梁
の
条
件
』
（
平
六
、
中
央
公
論
社
）
、
川
合
康
氏
『
源
平
合
戦
の
虚
像

を
剥
ぐ
』
（
平
八
、
講
談
社
）
な
ど
。

（
”
）
大
城
実
氏
注
（
５
）
（
脚
）
。

（
羽
）
『
異
本
』
に
は
重
房
の
他
に
義
経
の
兵
法
の
弟
子
と
さ
れ
る
河
野
通
経
が

登
場
し
、
ま
た
義
経
の
兵
法
の
師
匠
で
あ
る
鬼
一
法
眼
が
河
野
氏
の
出
で
あ

る
と
す
る
伝
承
が
『
異
本
』
注
記
に
引
用
さ
れ
る
『
吉
岡
本
』
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
通
経
を
中
心
と
す
る
河
野
氏
の
問
題
は
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
や
ま
も
と
・
じ
ゅ
ん
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

一

○


